
♭新潟県の林木育種事業計画についてq

新潟県の民有林野面積ま、552，000haで、面積だけは

比較的大きい県であるが、このうちには、豪雪と粗放的

な施業によって生まれた9～10万haのボイ山地帯を含ん

でいるため、全体としては、質的に劣っている林相とい

わざるをえない。人工林率は現在わずか22％であるが、

昭和60年度末にはこれを40％に引きあげるべく努力して

いる。

樹　　　種

林木育種長期計画は、これら造林計画にもとづいて昭

和60年度以降の造林用苗木のすべてを育種事業による優

良種苗によって確保することを目標に計画を進めてい

る。

すなわち、昭和60年度末の人工林面積を、215，000ha

同年以降の造林積を毎年6，000haと推定し、これに要

する苗木のうち、スギ、アカマツについては全量を育種

第1表　　造林長期計画と苗木需給計画
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第3表　採種園　採種園設定計画
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事業による採種（穂）園

から生産される種子お

よび穂木によってまか

ない、クロマツ、カラ

マツについては、園の

設定を行わず、全量他

機関から育種された種

子の供給をうけること

としている。

1．精英樹の選抜

育種事業の母体とな

るべき精英樹の選抜は

30年から着手し、34年

度末にはスギ75系統、

アカマツ25系統の選抜

目標を完了したが、38

年度から精英樹の第2

次選抜および、新たに

耐雪性母材料の選抜に

着手し、41年度末で全

目標を完了した。

2．採種園、採穂園

の設定計画

すでにのべたとおり

本県ではスギ、アカマ

ツについては所要苗木

の全量を採種（穂）園か

ら供給される種子およ
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び穂木によってまかなうこととして、スギ採種園12．2ha

スギ採穂園30．0ha（さしき、実生率64％：36％）アカマ

ツ採種園6．0ha計48．2haの設定を計画している。

園は42年度末で目標の92％が設定を完了するところと

なったが、今春の異常乾燥によって干害の被害をうけ、

さらには8．28水害によって一部苗畑を流亡したため、園

の完成は、まだまだ時間がかかりそうである。

3．採種園、採穂園の管理、運営

園は県下9ヵ所に分散設定し、各苗畑に管理人をおい

ている。また、土地確保が困難なため、すべて借地契約

によって運用しているがスギ、アカマツ採種国および原

種苗畑については、将来とも県直営で運営することとし

て用地の買収を進めたい考えである。なお事業用採穂園

については、民営移管を考慮して、種苗生産者の協力の

もとに園を運営している。

4．クローンの確保計画

採穂台木の確保計画は、台木一本当り採穂量80～90

本、得苗率70～72％と算定して、全体で15万本の確保を

目標に計画を進めている。当初定植系統は母樹産地を主

体に計画したが、増殖に差があるため、事業用苗畑は増

殖率を主体にした確保計画に改訂し、苗畑のバランスを

考えて、増殖のおくれている系統は1．2m×2．0m（ha

4，000本）の植栽間隔をとり、特に増殖のよい系統につ

いては、1．2m×1．0m（ha8，000本）として増殖能力に

応じた植栽間隔をとっている。

また台木の仕立て方は、原種苗畑についてはクローン

の特性に応じて低台平刈りおよび、高台円筒形仕立をお

こなってきたが、事業用苗畑については、雪の問題とと

もに省力化、企業性を重視して、高台円筒形に誘導する

こととしている。

事業開始以来10年余りが経過し園の設定も43年度末に

は一応完了見込みとなったが、クローンの供給が遅れて

いること、さしき苗養成の技術が未熟であること、土地

確保の問題、苗畑施設整備の問題等々まだまだ解決を迫

られる問題がたくさんある。しかしながら近年中に育種

事業による優良種苗が山出しされ、新しい意欲にもえた

第一歩をあゆみだすことを念じて一層努力したい考えで

ある。　　　　　　　　　（農林部治山課　造林係）
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技術解説

V　林木の開花結実習性

採種園の経営に当って、肥培管理・土壌管理・剪定整

枝等の施業は欠かせない作業であるが、なかでも樹型誘

導のための剪定整枝は、その樹種のもっている開花結実

習性を知って解決すべきである・今回はスギ・アカマツ

カラマツの3樹種について着花結実の習性を参考までに

述べてみたい。

1．着花結実年令と結実の周期性

永年作物である樹木の場合生殖生育を始める時期をき

めるのに少し困難な場合が多く、苗畑や造林地でアカマ

ツやスギなどに早くから着花結実する例がみられるが、

これらは遺伝的なものもあるだろうが、機械的な障害・

或いは環境条件などによって着花結実が促進されたとみ

るべきである。一般には着花結実を始める年令はどんな

樹種でも幼令期を過ぎてからのようで10～15年、或いは

20年以降とされている。しかしこの時期は林内木よりは

林緑木・孤立木などのように日当りの良い木の方が早く

なり、品種や個体によっても違いが生じてくる。また着

花をみても花性（雌花か雄花か）によって着き始める年

令に違いがみられ、カラマツでは雄花が先に着生してか

ら暫らくして雌花が着生する、またアカマツではその反

対に雌花が先に着生しその後に雄花が着生し始めてく

る。一般には雄花が先きに着生してのち雌花が着生する

樹種が多いといわれている。

多くの樹木の結実には周期性がみられる。結実の周期

性は生理的条件・気象的条件の外に花や球果・タネなど

の害虫の発生なども原因の1つである。主要林木の中で

長い周期性をもっているのはカラマツで、普通5～6年

目ごとに豊作を示す特殊な樹種である。スギでは2～3

年目ごとに豊作を示す傾向がみられる。これらに比較す

るとアカマツは殆んど毎年結実をし、1年おきに変動は

あるがそれほど豊凶の度合いが著じるしくないようであ

る。従ってタネの生産を目的としている採種園では、肥

培管理・剪定整枝・病虫害の保護管理等集約な施業をし

健全な採種木を作り上げて、結実の周期性をなくするよ

うに努めなければならない。

2．花芽の着生位置

成熟木で花芽の着生位置を調査してみると樹冠内では

スギ・アカマツ・カラマツともに雌花は樹冠の中央部か

ら上の部分に多く、特にアカマツでは先端近くにまで着

花がみられる。また雄花はおおむね雌花よりは広い範囲

に分布するが、主として着生する位置は雌花の着生する

部分より下の方に偏し樹冠の中央部から下の部分であ

る。しかしこれは同一樹種であっても雌花の着生が多い

ものや反対に雄花が多く着生する木などそれぞれに違い

があって、雌花の着生する範囲・雄花の着生する範囲に

も個体や環境条件によってかなり差異がみられる。カラ

マツの林緑木では林内木と比較して樹冠の中央部以下に

雌花が多く着生するのがみられたり、また凶作時にはど

の樹種でも花芽の着生範岡がせばめられたりする。
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幹から直接分岐している枝（一次枝という）の上での

花芽の着き方をみると、樹種によってそれぞれ違いがみ

られる。図一1はスギにおける着花の一例を示したもの

で、これからわかるようにスギでは当年伸長した枝に花

芽が着生する。雌花芽は一次枝の先端部の当年生枝に、

雄花芽は雌花芽を着生する部分よりは幹に近い部分の弱

勢枝上の当年生枝に着生する。アカマツでは冬芽の中に

花が形成され、雌花は冬芽の先端に、雄花は冬芽の中～

下部に着生する。従ってアカマツの場合花を含む冬芽の

着生状態はスギと同様である。またアカマツで一次枝上

での雌花と雄花の着生位置を図示すると図一2のように

なり、一次枝の先端に雌花が、そして雄花は雌花よりも

内側（幹に近い部分）に着生しており、スギの雌・雄花

の着生状態と同じ傾向がみられる。カラマツの花芽は一

次枝（主枝ともいう）には殆んど着生せず、一次枝から

更に分岐した二次枝（側枝ともいう）上に着生する。雌

花芽は一次枝の4～7年生部分から出た二次枝上にみら

れ，特に5～6年生部分からの二次枝上に最も多い。ま

た雄花芽は一次枝の3～8年生部分からの二次技上にみ

られ特に4～5年生部分からの二次枝上に多い。二次枝

上での着花状態は当年伸長した部分の着生量は少なく、

前年以前に伸長した古い部分に多くの着生がみられ、一

般に花芽を着生する二次枝は最近の伸長量が小さく、先

づまりをした枝が多いといわれている。表－1は樹令10

年生のカラマツ採種園で比較的花芽を多く着生する個体

での一本の一次枝上における本年秋にみられた花芽分化

の状態を示したものである。

このように花芽が枝の上に着生するが、どの枝にも同

じように花芽が着生するものでなく枝の勢力に応じて着

花量も変ってくる。たとえばアカマツでは同一輪生部か

ら教本の一次枝が分岐するが、各一次枝ともその勢力に

違いがあり花芽の着生量は勢力の大きい枝に集中する傾

向がみられ、従って貧弱な一次枝ほど花の生産量が少な

い。　またカラマツにおいてもアカマツと同様に、多数の

二次枝を分岐する勢力のよい一次枝ほど着花量が多い。

3．花芽の分化からタネの成熟まで

タネを生産するためには、まず花芽が分化しなければ

ならない。花芽は発生当初から区別できるものでなく、

ある時期が来てはじめて葉芽と違った内

部構造を示すようになる。この時期を花

芽の分化期といい、3樹種についてみる

と大体において開花する前年の7月上旬

～8月上旬頃で、花芽の切片を作り顕微

鏡で調べれば別であるが、肉眼ではまだ

葉芽と花芽と識別ができない。しかし9

月中旬以降になると花芽と葉芽との形態

的な違いがみられるようになり、肉眼で

＼

一疾

林　　木　　育　　種 3

も簡単に見分けることができる。すなわちスギでは一番

識別が簡単でこの時期以降になると、前述した枝の部分

に小型ではあるが形態的には完成された雌花芽と雄花芽

とが見られる。アカマツは冬の終り頃になると冬芽のふ

くらみで外観からほぼ花のあることがわかる。またカラ

マツでは花芽

の形態が葉芽

と比較してか

なり大型で容

易に見分けが

出来る、しか

し雌花芽と雄

花芽との識別

は花芽を解剖

すれば別であ

るが、一般に

は少しむづか

しいようであ

る。ただ開花

期が近づくに

つれ判断がし

やすくなると

もいわれてい

る。このよう

に花芽の分化

時期は3樹種

ともほぼ同じ

図－1　スギの枝における花芽
の着生状態
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いがみられることがあるので、その年々の植物や動物に

ついての生物現象をとらえておくことによってかなり適

確に予知出来るものである。

花が咲き受粉し終ると受精してタネが成執するが、こ

の期間の長さは樹種によって多少異なる。スギ、カラマ

ツでは開花年の秋にタネが成熟するが、アカマツでは開

花当年は受粉したまま雌花の発育もほどんどなく越年し

て、翌春に受精してその年の秋にタネが成熟する樹種で

ある。従ってスギ・カラマツでは花芽分化してから約15

ヵ月目（2年目の秋）にタネが取れるが、アカマツでは

約28ヵ月目（3年目の秋）でタネが取れることになる。

最後にスギ・アカマツ・カラマツ3樹種の着花結実習

性の相違を整理し一覧表として示したのが表－2である

が、これだけで直ちに採種園に応用出来るものではな

く、今後更に探い調査を進めなければならないものと思

う。　　　　　　　　　　　　　　　（野口常介）

るが、スギでは花粉は花芽分化の年に形成され、胚珠は

今日までのところ花芽分化の年ともまた翌年ともいわれ

ている。

盛岡附近での3樹種の開花期をみるとスギでは4月上

旬に、カラマツでは4月中旬に開花する。アカマツでは

5月中旬頃に雌・雄花が出現し5月20日過ぎに開化す

る。　アカマツの雌花は出現してから鱗片が完全に閉じ終

るまでには約3週間ほどの期間を要するが、花が咲いて

受粉が可能な期間は1週間～10日間ほどで5月24・25日

頃から6月1・2日頃までの期間である。また花粉の飛

散期間は雌花の聞花より早く、5月20日前後に飛散し始

め完全に飛散し終るには1本の木で約10日間ぐらいであ

るが、一林分全体では約3週間ほどの期間がある。スギ

やカラマツでも一般に花粉の飛散期間のほうが、雌花の

開花期間よりも長いようである。しかしこうした開花期

やその期間の長さほその年の気象条件によってかなり違

表－2　　スギ・アカマツ・カラマツ3樹種の着花結実習性一覧表

：＝；竺二塁1＿ス
J建堕旦但阻⊥
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9月中旬以降
花芽の外部形態から容易に葉芽
と識別出来る。
雌花芽と雄花芽との識別は少し
困難。

雌花芽・雄花芽ともに二次枝上
に
雌
分

着生。
花芽は一次枝の4～5年生部
、雄花芽は一次枝の3～4年
生部分から分岐した二次枝上に
着生する傾向が強い。

花粉・胚珠ともに花芽分化の翌年に形成される。

5月下旬、枝が6～7割生長し　4月中旬、長枝の伸長に先だっ
て開花する。

開花後間もなく

開花年の秋

た時開花する。

開花の翌年春開花後間もなく
l

竺車重年の秋　＿ 1開花翌年の竺

害2新刊書の紹介＝呂

岩川盈夫監修、田中周著：採穂園：地球出版発行：￥

450

スギの採穂園は、林木育種場が発足する以前から国有

林の苗畑の一角や民間苗畑の一部に造られて、ごく限ら

れた少数の人達によって調査研究され、管理されてきた

林木育種が国の事業として進められるに及んで、各地

に採穂園の造成がはじまり、多数の人達がこの完成を目

指して仕事にとりくんだ。

著者田中さんも、長い間関西林木育種場山陰支場長の

職にあった林木育種の実際家である。

採穂園に関する単行本や報告書は2、3あるが、今回

発刊された田中さんの「採穂園」は、調査、研究された

豊富な資料に基いて、見やすい表や図、写真などたくさ

ん掲載されており、その著述の仕方も大変わかりやすい

育種場が発足して満10年、各地に造成された採穂園も

管理育成画でどのようにしたらよいか、時期的に一番困

っており、具体的な良い参考書がほしいところであっ

た。このような時に田中さんの「採穂園」が発刊になっ

たことは誠に有難いことである。

一読したところ、この「採穂園」は吾々の事業実行上

の良き相談相手となりうる図書であり、特に現場におら

れる方々の一読をおすすめする。
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育種　問　答

採種園や採穂園の施業にマルチということを聞きます

が、マルチとはどんな施業ですか。また効果などにつ

いてお知らせ下さい。（B生）

答　マルチとは樹木や作物の根を保護するため,地表面

をわらや木の葉などで覆うことをいい、最近ではマルチ

の材料としてビニールなども使用されている。この外に

土壌の理学性を良くするため、中耕によって地表面を粗

い土塊で覆うソイルマルチというのもある。

採種穂園の施業は果樹園などの例に学ぶ点が多く、マ

ルチも従来農業方面で行なわれてきたものを、採種穂園

の地表管理法の一つとして取り入れられたものである。

わらや刈草で行なうマルチの効果は、土壌に有機物を

与えて組織の単粒を団粒化し、土壌を膨軟にするので、

作物の養水分の吸収を良くし根系の発育を促進する。ま

た土壌の乾燥を防ぎ地温変化を抑制するとともに、傾斜

地では土壌浸蝕、養水分の流失を防ぎ、地表面が覆われ

ることから雑草の繁茂も防げる。（刈草でマルチする時

は草のたねが実らない前に刈取り、敷込む必要がある）

なおわらや刈草でマルチした場合、ねずみやもぐらな

どの巣になりやすいので、降雪前にはマルチ材料を木の

根元から引き離してやると同時に、これらのせい息地に

おいては駆除剤の散布が必要である。

マルチについては下記の印刷物を参考にされたい。

山田義三郎：林木育種の技術解説、採種園（2）土壌管理

：林木の育種　№35（’66）

青森営林局東北林木育種場：採穂園・採種園作業手

順書（1967）

◆スギのさし木苗は実生苗より赤枯病にかかりにくいと

いうことを聞くことがあるが、どういう理由からです

か。（K生）

答　スギの赤枯病は、スギ苗養成にあたり最もおそるべ

き病害であることはいうまでもないが、人間にも病弱な

子供とそうでない子供とがあるように、スギでも赤枯病

以外の病害あるいは虫害や寒害に対し、抵抗性の強いも

のと弱いものとがあり、そこに育種の日的とその必要性

が強調されるわけである。

いわゆる抵抗性の強弱には、そのものが持って生れた

先天的な性質と、環境や栄養その他の条件で獲得する後

天的な性質（獲得しやすいものかそうでないものかは別

にして）の2つがあり、これを単的にいえば前者を遺伝

的なもの、後者を形態や組織的なものともいうことがで

き、我々が抵抗性としてねらうものは遺伝的なものでな

ければならないと思う。

従来「赤枯病には実生苗がかかりやすく、さし木苗は

かかりにくい」といわれており、このことは一面たしか

なことではあるが、これは前述の遺伝的な性質からでは

なく、実生苗とさし木苗が同じ苗令あるいは同じ型をし

ていても、さし木苗は枝葉が古くて堅いため、赤枯病菌

に侵されにくい組織をしているという理由からであり、

逆にこのことは組織がもろいため、多雪地帯では実生苗

よりさし木苗が雪折れなどの被害を受けやすいともいわ

れる所以である。

さし木苗といえどもやはり赤枯病にかかりやすいクロ

ーンと、かかりにくいクローンとがあり、抵抗性のある

クローンをみつけるべく今検討されつつある。

過去の実例に、立派に育成されたスギの採穂木が赤枯

病にかかっていたため、その苗畑で養苗している実生苗

さし木苗に被害がまん延し、採穂木と苗木の大半を焼却

した例も数多くあるので、この意を熟知され思いちがい

のないよう、さし木苗といえども万全の防除対策を期す

必要がある。とくに採穂木は、その育成形態からして不

完全なボルドー散布になりがちであるので、充分に徹底

させることが肝要である。

◆経営課長の育種研修行なわれる

青森営林局の経営管理研修の一環として去る10月17、

18の両日管内全営林署経営課長の林木育種研修が行なわ

れた、17日は場長、原種、経営課長よりそれぞれ林木育

種全般の理論と実行についての講義が行なわれ、翌18日

は育種場の現場で各担当係長より試験、育成管理の実際

等について説明と実技がなされると共に活発な質疑応答

があった。即ち見本採種国では樹形の誘導土壌管理、着

花習性について、クローン集植所では現在わかる範囲の

クローンの特性等について、次代検定林用採種園につい

てはそれぞれの施業の経過や将来の目標について、採穂

園では台木の仕立て方で東北基本区において有望と考え

られている、低台平刈、高台円筒形の誘導法の実技等が

示され、また苗畑ではさし木つぎ木の実技が行なわれ、

2日間みっちり勉強してもらった。この研修で体得され

たことがらをもとに林木育種に対する理解と重要性を認

識され今後の事業発展に努力していただきたいものであ

る。

■LJ－
ぎ－1－

釘二⊥JL　　－
感配は増田閂
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